2 cm程度余白　　審査資料ひな型（演題フォント：ゴチック１４ｐｔ）
例）　○○立△△高校（この後に化学部などの所属を加えても良い）　
例）　逢坂一郎・浪速華江・杉本次郎
例）　指導教員：難波みなみ
１行あけて　本文を記入
１．はじめに　
　クスノキ科植物Cinnamomum verumの樹皮（桂皮）は、漢方薬の材料として、またお菓子などの香りづけの香辛料として用いられてきた。今回、桂皮の香り成分にどのような化学物質が含まれているのかについて調べてみた。・・・・
２．方法
　桂皮（＠＠ｇ）をすり鉢でよくすりつぶし、そこにエタノール（ｘｘｍＬ）を加えて・・・
３．結果

得られた化合物の香りをそれぞれ評価したところ、結晶として得られた化合物にシナモンと同じ香りが確認できた・・・
４．まとめ・考察・今後の課題　など
５．文献
＜作成にあたって＞
1. Ａ４　4枚以内
2. マージン　上下「2.5センチ」・左右「2センチ」以上
3. タイトル、１４ｐｔ（フォント：ゴチック）。タイトル左側に２ｃｍ程度の余白

4. タイトル後改行して１行空けずに、所属・生徒氏名・指導員氏名を記入

5. 本文の前に１行空行を入れる。
6. タイトル以外のフォントの大きさ：10.5ポイント以上を推奨
7. 本文の行間隔は特に指定しませんが、あまり詰め過ぎて読みにくくならないようにご配慮下さい。
8. 目的・方法・結果・考察・文献等にわけて簡潔に記載してください。小見出し（１．はじめに（あるいは緒言）、２．３．）は、ひな型どおりでなくてもかまいません。
9. 審査資料・要旨の刷り上がりは白黒印刷になります。図式にカラー写真を用いた場合、十分なコントラストが再現できない場合があります。

10. 図式に写真を挿入する場合は解像度300 dpi以下としてください。
